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研究成果の概要（和文）：本研究では，近年急速にディジタル化が進んでいる日本の古典史料の有効活用を目的として
，世界中に散在する日本の古典史料のディジタルアーカイブに対して，統合的な情報アクセスを実現する技術を確立す
ることを目標として研究を行った．その成果として，言語が異なるディジタルアーカイブの関連レコード同士を結びつ
けることで，これまで個別にアクセスするしか方法がなかった複数のディジタルアーカイブに対して統一的なアクセス
手段を提供するという当初の目標を達成することができた．

研究成果の概要（英文）：In this research, we established integrated information access techniques for 
digital archives of Japanese cultural materials scattering around the world, with the objective of 
effectively utilizing such materials which are rapidly digitized in recent years. As a result, we 
achieved our research goal of providing integrated access means to multiple digital archives which could 
only be accessible individually, by automatically linking related records in such digital archives 
provided in different languages.

研究分野：図書館情報学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 近年，国内外の図書館・博物館・美術館・
文書館などにおいて，資料のディジタル化お
よび公開が進んでいる．これらは，通常個々
の機関が個別にディジタルアーカイブとし
て公開を行っており，アクセスも個別に行う
必要がある． 
 国立国会図書館デジタルアーカイブポー
タル PORTAや，人間文化研究機構における
研究資源共有化システムなど，統合アクセス
を実現しているものもあるが，これらは基本
的に，事前に統合検索システム側でメタデー
タを収集する「ハーベスティング」もしくは
横断検索のための登録作業が必要であり，い
ずれにしても人的コストがかかるのが現状
である． 
 また，これらは基本的に日本語で提供され
ているディジタルアーカイブを対象として
いるが，たとえば浮世絵などは，大英博物館，
ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館，
ボストン美術館，米国議会図書館など，海外
のさまざまな機関でディジタル化され，公開
されている．現状では，これらのディジタル
アーカイブを統合的に検索するシステムは
存在しない． 
 複数ディジタルアーカイブの統合検索に
関しては，日本では人間文化研究機構を中心
とする研究資源共有化プロジェクトにおい
て先駆的な研究が行われ，研究資源共有化シ
ステムとして公開されている．また，国立国
会図書館のデジタルアーカイブポータルは，
国内のさまざまな機関が提供するディジタ
ルアーカイブの統合検索を実現している．海
外では，EuropeanaやHathiTrustなどが大
規模なディジタルアーカイブ統合検索シス
テムを提供している． 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では，近年急速にディジタル化が進
んでいる日本の古典史料の有効活用を目的
として，世界中に散在する日本の古典史料の
ディジタルアーカイブに対して，統合的な情
報アクセスを実現する技術を開発すること
を目指した． 
 これにより，これまで個別にアクセスする
しか方法がなかった複数のディジタルアー
カイブに対して統一的なアクセスが可能と
なり，国内外における日本文化研究に大いに
貢献することが期待される． 
 本研究では，ディジタルアーカイブの統合
検索システムの検索対象となりにくい小規
模なディジタルアーカイブや，英語など日本
語以外の言語で提供されている日本の古典
史料を含む，多言語からなる複数のディジタ
ルアーカイブの統合検索を可能とするシス
テムを構築することを目指した． 
 
３．研究の方法 

 
 本研究では，多言語ディジタルアーカイブ
の統合検索の実現に向けて，主に以下の研究
を行った． 
 
 複数ディジタルアーカイブにおける作者
の人物同定手法の開発 

 複数ディジタルアーカイブにおける言語
横断レコード同定手法の開発 

 複数ディジタルアーカイブに対する言語
横断エンティティリンキング手法の開発 
 
（1） 複数ディジタルアーカイブにおける作
者の人物同定手法の開発 

 
 本研究では，複数ディジタルアーカイブに
おける同一作者のレコード間のリンクの実
現の検討を行った． 
 具体的には，浮世絵の作者（絵師）の情報
を対象とし，国立国会図書館が提供している
典拠データ検索・提供サービス（Web NDL 
Authorities）および，主に欧米の国立図書館
の典拠データ間をリンクした仮想的な典拠
データである VIAF（Virtual International 
Authority File）における著者名典拠に結び
付ける手法を検討した． 
 このうち，特に国立国会図書館の典拠デー
タには，浮世絵師の情報が多く含まれており，
またWeb NDL Authoritiesと VIAFのいず
れも SPARQL（SPARQL Protocol and RDF 
Query Language）による検索に対応してい
るため，Linked Data化が容易である． 
 また，Web NDL Authoritiesでは，人名の
読みの情報からローマ字表記に変換するこ
とも可能である．ただし，浮世絵師などの場
合，同一人物であっても襲名により名前が変
わる場合や，逆に同名の人物が複数存在する
場合があり，これらの人物の同定が必要であ
る．そのため，他のメタデータ項目に含まれ
る年代の情報などを利用して人物の同定を
行う手法を検討した． 
  
（2） 複数ディジタルアーカイブにおける言
語横断レコード同定手法の開発 

 
 本研究では，言語が異なる複数ディジタル
アーカイブから同一作品を自動的に同定す
る手法ついて研究を行った． 
 浮世絵は木版画であるため，同一作品が複
数のデータベースに所蔵されていることが
多くあるが，メタデータスキーマや記述言語
の違いから，同一作品を見つけ出すことは容
易ではない．そこで本研究では，メタデータ
の特定の項目（作品の題名など）を用い，題
名の音訳や英訳など，表記や言語が異なる場
合であっても同一作品を自動的に見つけ出
すための手法を開発した． 
 具体的には，比較対象のデータベースの全
レコードから，まず浮世絵の作者（絵師）の
メタデータを用いて同一作者に絞り込みを



行う．次に，検索対象の作品名と絞り込み後
の対象レコードの作品名の類似度を求め，一
定以上の類似度を持つレコードを同一作品
と推定する．作品名の類似度の計算は，作品
名の表記や言語の違いによって以下のよう
な手法を使い分ける． 
 
① 同言語・同表記の作品名同士の比較：文字
列の比較に良く用いられる編集距離（レー
ベンシュタイン距離）を用いて類似度を求
める． 
② 作品名の音訳（ローマ字表記）と英訳の比
較：作品名中の固有名詞に着目し，固有名
詞の一致数および対訳辞書による訳語一
致数を元に類似度を求める． 
③ 作品の原題と音訳の比較：原題に対し形態
素解析器などを用いて読みを抽出し，それ
をローマ字化したものと音訳を比較する．
その際，単語ごとの編集距離および語順の
情報を用いて類似度を計算する． 
④ 作品の原題と英訳の比較：まず，原題を辞
書との最長一致により単語に分割し，逐語
訳を行う．その逐語訳と作品名の英訳に対
して，固有名詞および一般名詞の一致数を
基に類似度を算出する． 

 
（3） 複数ディジタルアーカイブに対する言
語横断エンティティリンキング手法の
開発 

 
 本研究では，ディジタルアーカイブ内のメ
タデータなどのテキスト中で言及されてい
るエンティティ（実体）から，それを説明す
る別言語のディジタルアーカイブのレコー
ドに自動的にリンクする言語横断エンティ
ティリンキングの研究を行った． 
 具体的には，リンク対象とする人名などの
固有表現の自動抽出手法，エンティティ記述
の翻訳手法，対象リンク先の曖昧性解消手法
について研究を行った． 
 固有表現の自動抽出については，SVM
（Support Vector Machine）による機械学習
を用い，文字単位で学習することで，古典資
料など形態素解析が困難な日本語テキスト
から固有表現を抽出する手法を確立した．  
 エンティティ記述の翻訳については，複数
の翻訳手法による翻訳結果と文字列の部分
一致を組み合わせて用いることにより，訳語
抽出の再現率向上を図った． 
 対象リンク先の曖昧性解消手法について
は，リンク先の候補となる各レコードに含ま
れるテキストと，リンク元となるテキストの
内容の類似度を計算することにより，適切な
リンク先に絞り込む手法を提案した． 
 
４．研究成果 
 
（1） 複数ディジタルアーカイブにおける作
者の人物同定手法の開発 

 

 本研究で提案した，複数ディジタルアーカ
イブにおける同一作者のレコード間のリン
クのための人物同定の精度の定量的評価を
行った．その結果，姓と名の両方が含まれる
人名の場合で約 99.8%と，非常に高い精度で
人物を同定することができた． 
 これにより，本研究の目標である多言語デ
ィジタルアーカイブの統合検索の実現に向
けて一定の見通しが得られた． 
 
（2） 複数ディジタルアーカイブにおける言
語横断レコード同定手法の開発 

 
 本研究で提案した，浮世絵の作品名の音訳
と英訳を用いた同一作品の同定精度の実験
を行った結果，MAP（Mean Average 
Precision）において 81.4%の精度が得られた． 
 また，浮世絵の作品名の原題と英訳に対し
て提案手法による同一作品の同定精度の実
験を行った結果，約 78%の正解率が得られた． 
 この提案手法と，（1）で提案した同一作者
レコードの同定手法を組み合わせることに
より，異言語の複数ディジタルアーカイブか
ら，高い精度で同一作者・同一作品レコード
を抽出できることを示した． 
 
（3） 複数ディジタルアーカイブに対する言
語横断エンティティリンキング手法の
開発 

 
 本研究で提案した固有表現の自動抽出手
法に関して，平安時代後期に書かれた日本語
古典資料からの固有表現抽出の評価実験を
行った結果，再現率で約 72%，適合率で約
92%が得られた． 
 また，エンティティ記述の翻訳手法に関し
て，日本語の新聞記事から中国語の
Wikipedia記事にリンクする実験を行った結
果，約 90%の再現率が得られた． 
 対象リンク先の曖昧性解消手法に関して
は，日本語の新聞記事から中国語のオンライ
ン百科事典「百度百科」の記事にリンクする
実験を行った結果，約 97%の正解率が得られ
た． 
 これらの実験結果より，単に複数ディジタ
ルアーカイブの同一レコード間をリンクす
るだけでなく，ディジタルアーカイブのレコ
ード中の作品の説明文などのテキストから，
関連するディジタルアーカイブのレコード
へのリンクが実現できることを示した． 
 上記の三つの研究成果により，言語が異な
るディジタルアーカイブの関連レコード同
士を結びつけることで，これまで個別にアク
セスするしか方法がなかった複数のディジ
タルアーカイブに対して統一的なアクセス
手段を提供するという当初の目標を達成す
ることができた． 
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